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特別展「気象ー空となかよ〈 一」への招待
科学：文化センタ ーでは 7 Jl81 1U:l から IOJ J 4 Fl 
(nl まで、特別展「気象ー空となかよく ー」を開催
します。
この展示では、気象現象に親しみ、これを体験
し、また今話題になっている炭常気象などを通し
て、気象に関心を持ってもらいます。
ここでは、いくつかのコーナーとその内容につ
いて紹介します。
◎激しい気象現象
台風は日本に年1可囲か接近、あるいは上陸しま
す。最近は台風の予報籾度が1句」孔」 し、また防災而i
でも防潮堤などの設附によ って被害が少なくなっ
てきています。それでも、まだまだ多大な被害を
与えることがあります。昨年の台風19 号の被害は
記憶に新しいと思います。
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寛巻は El本では、その年によ ってばらつきがあ
I) ますが、平均18 回起きています。 しかし強いも
のではなく、 しかも海での発生が多いためそんな
に日立ちません。
一方、アメリカでは毎年多数発生し、大きな被
ヽ卦をかえています。
このコーナーでは、これら激しい気象現象の紹
介と、それらが地球の大きさと比ぺて、ほんの湖
い空気／杓の中で起きていることを紹介します。
◎雲にのって
このコーナーでは地上からみた雲、飛行機から
みた盆、宇宙からみた雲と、いろいろな邸さから
見た空を紹介します。
地」．．からみた念では巻雲を始め代表的な十種類
の雲を紹介します。加湿器を使って牲らせた通路
（たつまきなどの激しい気象現象を兄ます）
つ、多 "観測霞場
{A l立の上にいろいろな
“し象観測岱械があります）
鳥脆図
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を通ることにより雲の中を体験します。
飛行機から兄た塞では、飛行機の採縦席にいる
如消気で離陸から雲の上の飛行、そして着控まで
を体験します。
宇宙から見た芸では、気象衛品 「ひまわり」が
撤彩したH 本付近の雲の動きを一年間にわたって
見ることができます。
◎空となかよく
このコーナーでは気象台で見られる観測露場
（気象観測を行う場所）を設骰し、温度計、風向
風速計などを骰いて、そこで得られる気温 ・風速
・風向などを、アメダスに使われていた測定機を
● 応て表示します。
また、利l' 井深計を使って身長を測ることができ
ます。身近なところでは、雨粒の大きさを測る方
法を紹介します。
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現在の最新の天気千報の実際と、昔からの言い
伝えにある空や菰などの様子から天気を予想する
バ｀
観天望気についても紹介します。
露 場 風 景
◎風と遊ぶ
風はいろいろなところで、いろいろなスケール
で1次いています。
身近なところでは、哨れた日に代と夜で風の向
きの変わる海陸風が、地球の周りには天気の動き
に関係する偏西風が吹いています。
そんな風を紹介するとともに実際に風の強さを
体験します。
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◎富山の不思議
窟山で兄える不思議な気象現象のいくつかを紹
介します。
春の蜃気楼は、下が冷たくて上が暖かい空気の
層を光が通るとき、それが1111 がることによって起
きる現象で本当の娘色の上に逆さの像が出米ます。
春の、暖かくて風の弱い H に現れることがあり
ます。現れる回数は年によってパラッキがありま
すが、平均すると年に 4-5 回です。
春の蜃気楼
冬の蜃気楼は春とは反対に下が暖かくて上が冷
たい空気の府を光が通ることによってできるもの
で、本当の誤色の下に逆さの像ができます。砂漠
の蛍気楼や逃げ水と同じ仕組みのものです。
この蜃気楼は季節を問わず見ることができ、そ
れほど珍しいものではありません。
この他に、フェーン現象や、＇砧 11 1湾の冬によく
やってくる寄り匝lり波も紹介します。
気象は私たちの生活に直接、あるいは間接に大
きな影響を与えています。この機会に気象のいく
つかの而に接し、仲よくなってもらえば幸いかと
息います。
（よしむら ひろよし
科学文化センター 主任学芸員）
